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令和６年度 事業実施内容

愛媛県気候変動適応協議会の開催

健康分野（熱中症対策）

◦大洲市、上島町等における暑さ指数調査

◦暑さ指数実況推定値（環境省）空白域調査

◦高齢者住居の暑さ指数調査

◦公表・普及啓発

センターの取組み
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【協議会の概要】
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参考：愛媛県の気候変動適応への取組状況

令和５年度末時点で愛媛県が実施している気候変動適応策を取りまとめ
愛媛県気候変動適応センターホームページで公開

取りまとめ結果（一部）
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熱中症による救急搬送人員数の推移

令和６年 年齢区分別(構成比)
【愛媛県】

令和６年 発生場所別(構成比)
【愛媛県】

【出典】消防庁 熱中症情報（県センター加工）

トレンド= 34（人 / 年）
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愛媛県 全国

新生児 生後28日未満の者
乳幼児 生後28日以上満７歳未満の者
少 年 満７歳以上満18歳未満の者
成 人 満18歳以上65歳未満の者
高齢者 満65歳以上の者

住 居 敷地内全ての場所を含む
仕事場① 道路工事現場、工場等
仕事場② 田畑、森林、海、川等※農・畜・水産作業時
教育機関 幼稚園、小・中学校、高等学校、大学等
公衆（屋内） 不特定者が出入りする場所の屋内部分

（劇場、コンサート会場等）
公衆（屋外） 不特定者が出入りする場所の屋外部分

（競技場、屋外駐車場等）
道 路 一般道路、歩道等
そ の 他 上記に該当しない項目

愛媛県における熱中症による救急搬送の状況

近年、愛媛県の熱中症救急搬送人員数は著しい増加傾向

平成22年以降毎年700人前後で推移していたところ、平成30年には1,200人超、
令和元年及び２年も800人超（令和２，３年はコロナ禍の影響で減少の可能性有）

年齢別には高齢者が最も多く、発生場所は住居が最も多い

◆

◆

◆

◆

令和６年は過去最多となる人数（愛媛：1,478人、全国：97,578人[H20以降第1位]）
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暑さ指数調査概要

暑さ指数（WBGT:Wet Bulb Globe Temperature）

暑さ指数は、熱中症を予防することを目的として1954年にアメリカで提案
された指標。

人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標で、人体の熱収支に
与える影響の大きい ①湿度、 ②日射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境、 ③
気温から算出。

熱中症警戒アラートの基準に使われている。

暑さ指数 ＝
７ ： ２ ： １

乾球温度
（気温の効果）

湿球温度
（湿度等の効果）

黒球温度
（輻射熱の効果）

【暑さ指数に基づく予防行動の目安】

危険(31～)：運動は原則中止

厳重警戒(28～31)：激しい運動は中止

警戒(25～28)：積極的に休憩

注意(21～25)：積極的に水分補給

ほぼ安全(～21)：適宜水分補給

全天候型暑さ指数測定器
（鶴賀電機製）暑さ指数の推計値（実況推定値）は、

環境省のホームページで公開されています。

【出典】環境省 熱中症予防情報サイト（県センター加工）

屋内用暑さ指数測定器
（京都電子工業製）

小型暑さ指数測定器
（タニタ製）

県センターが管理している暑さ指数測定機器
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大洲市 長浜小
大洲市 喜多小

大洲市 肱川小
大洲地域気象観測所
（アメダス大洲）

大三島地域気象観測所
（アメダス大三島）

上島町役場

松野町役場

松前町総合福祉センター

高齢者住居（東温市、松山市）

松山市 番町小、湯山小
（普及啓発ワークショップ）

常時測定（衛生環境研究所）

上島町岩城総合支所

長浜地域気象観測所
（アメダス長浜）

大洲市 菅田小
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暑さ指数調査等の地点（令和６年度）

令和６年度調査地点



大洲市内（小学校等）の暑さ指数調査

長浜小学校

喜多小学校

肱川小学校

《参考》大洲地域気象観測所
（アメダス大洲）
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肱川小学校喜多小学校菅田小学校⾧浜小学校使用場所

鶴賀電機株式会社鶴賀電機株式会社鶴賀電機株式会社鶴賀電機株式会社メーカー
402B-31402B-31402B-31402B-36型番

JIS B 7922 (2017) 準拠
クラス1.5

JIS B 7922 (2017) 準拠
クラス1.5

JIS B 7922 (2017) 準拠
クラス1.5

JIS B 7922 (2023) 準拠
クラス1.5仕様

１分に１回１分に１回１分に１回１分に１回測定頻度
R6.6.24~R6.9.6R6.6.25~R6.10.7R6.6.24~R6.9.5R6.6.25~R6.9.5測定期間

長浜地域気象観測所
（アメダス長浜）

調査地点

菅田小学校
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肱川小学校 菅田小学校
喜多小学校 長浜小学校
アメダス大洲（推定値）

7/27
菅田小学校で最大値37.2を記録

危険

厳重警戒

注意

警戒

〇山の麓に位置する菅田小学校で最大暑さ指数（37.2）を記録した。
〇長浜小学校は他の小学校に比べ、低い値で推移した。
〇肱川小学校と菅田小学校では34日間連続(7/16～8/18)で最高暑さ指数が「危険」に達していた。
〇調査期間中(7/1～8/31)「危険」に達した日は、菅田小が53日、肱川小と喜多小が52日、長浜小が47日であった。

【R6.7.1～R6.8.31】

大洲市内（小学校等）の暑さ指数調査

調査結果（期間中日最大値推移）
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暑さ指数実況推定値（環境省）空白域調査

・推定値が公表されているのは県内20市町中12市町のみ
・残り８市町については、推定値がなく、暑さ指数に関する
情報が少ない。

⇒ 暑さ指数の把握及び将来予測への利用のために
継続的な測定が必要
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住居

38%
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熱中症搬送人員の内訳
（令和６年度 愛媛県）

【年齢区分別】 【発生場所別】

対象施設・調査内容

調査内容種別

施設利用者の居室内の暑さ指数調査高齢者施設Ａ

高齢者
施設

閉め切った空室内の暑さ指数調査高齢者施設Ｂ

施設利用者の居室内と
閉め切った空室内の暑さ指数調査高齢者施設 C

普段過ごしている
居室内の暑さ指数調査

独居世帯

個人宅 高齢者夫婦世帯

家族同居世帯

熱中症で救急搬送される人の約６割が
高齢者であり、発生場所は住居が約４
割となっている。

実際に高齢者の住居で暑さ指数を測定
し、暑熱環境を把握することで、高齢
者の熱中症対策に活用することが目的。
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高齢者住居の暑さ指数調査



公表・普及啓発

気候変動影響をテーマとしたワークショップ開催

～身の回りの暑さ指数を測ろう～

リーフレット作成
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テレビでも取り上げられました
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公表・普及啓発

・暑さ指数の周知
・熱中症に対する注意喚起
及び適応策の周知

イベントへの参加

愛顔のスポGOMI
松山ステージ
2024.06.15

愛顔のスポGOMI
伊方ステージ
2024.06.29

環境啓発デー
2024.08.03

環境啓発デー
2024.08.03
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まとめ
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健康分野（熱中症対策）

〇大洲市、上島町等における暑さ指数調査
〇暑さ指数実況推定値（環境省）空白域調査
〇高齢者住居の暑さ指数調査
〇公表・普及啓発
・ワークショップの開催
・リーフレットの作成
・イベントへの参加

愛媛県気候変動適応協議会の開催

〇愛媛県気候変動適応協議会（R6.6.11、R7.2.7）


